
 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

治具とバイクをこよなく愛する 

ライダー社長の日本周遊記 

編集長より  

皆さんこんにちは。『治具ニュ－ス』の編集担当の文山です。4月より約2ヶ月経過しようとしていますが、この時季になると

社会人1年生になった頃を思い出す人も多いと思います。私自身もそうなのですが、何も分からずに入社し、先輩から仕

事と社会人としての一般常識を教わり叱られる事も沢山ありました。叱られるたびに腹を立てたりもしましたが、今となって

は有り難いと思える事の方が多いです。『初心忘るべからず』って言葉が有りますが、これは能を大成した世阿弥が「花

鏡」という伝書に残した言葉です。『初心』とは『最初の志』に限らず人生の中に『いくつもの初心』があると世阿弥は言って

います。今の状況に安住せず、そこで勉強しそれに沿って何かを発見しさらに上のステップに進めることが大切です。仕事

に対しても慣れてしまうと必要以上の事をしなくなってしまいがちですが、そんな時こそ初心を思い出していただけたら、大

きな視野が広がり仕事に対する向き合い方も違って来るのかなと思いました。 
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 東 大 阪 に 当 社 新 工 場 を 竣 工 ！ 

 

「治具技術ニュース」は東亜精機工業㈱の弊社とお取引のある会社や弊社営業担当と過去に担当者様・名刺交換された方へ郵送・送信しています。  

不用の方はお手数ですが下記にご記入の上、【ＦＡＸ】06-6976-6960までご返信下さい。ご迷惑おかけして申し訳ありません。 

理由：  □不用  □本人不在  □その他（                  ）  FAX番号（                    ） 

検索 工作機械治具 

http://kousakukikai-jigjouhou.com/ 
工作機械治具の専門サイト 

で検索して下さい 

弊社では、今トレンドの３Ｄプリンタを導入して業務に活用しています。 

例えば図面によるお客様とのお打合せの時です。 

複雑な形状の治具の場合、２Ｄ図面だけでは理解が困難なケース

があります。かと言って、３Ｄ図面でも全ての面を直観的に把握する

ことも難しいです。そこで３Ｄプリンタの出番です。 

実際に治具の縮小版の造形モデルを３Ｄプリンタで製作し、その造形

モデルを手にしながら打合せをするのです。すると図面だけではイメ

ージが湧かなかった形状も、直観的にイメージできます。 

弊社では、新しい技術と工夫を積極的に取り入れて参ります。 

３ Ｄ プ リ ン タ 造 形 モ デ ル で お 打 合 せ 

弊社では、さらなるリードタイムの短

縮と生産能力の増強を目的として、

東大阪市高井田に新工場を竣工し

ました。 

東大阪といえば全国的にも有名な

モノづくりの町です。新工場による生

産能力の向上はもとより、東大阪の

各種機械加工・表面処理といった

幅広いネットワークを活用すること

も、新工場を東大阪に建設した狙

いでもあります。 

弊社では引き続き生産能力の向上

に加え、ＱＣＤのさらなる向上に継

続的に取組んでいく所存です。 

生地は小麦粉、酵母、塩、水 

だけで作ります 
店舗外観 

今回は兵庫県・赤穂市！ 

３Ｄプリンタによる造形モデルの製作例 

マ シ ニ ン グ セ ン タ を 新 規 導 入 ！ 

 

新工場の外観 

新規導入のマシニングセンタ 
(ヤマザキマザックＶＣＮ-４３０Ａ) 

皆さんいつもありがとうございます。東亜精機工業の十時

（ととき）です。今回は兵庫県の赤穂市にある名店、

SAKURAGUMIです。このお店は何と、「真のナポリピッツア

協会」認定の日本第１号店であります。つまり日本にいな

がらにして、SAKURAGUMIに来れば本場ナポリの本当の

味が堪能できるということなのです。実際に赤穂は瀬戸内

海に面していて温暖で、日本のナポリとも言われていると

か。まさに真のナポリにふさわしい名店ですね！ 

東大阪の新工場竣工に合わせ、マ

シニングセンタを新規導入いたしま

した。弊社では安田工業や三井精

機工業といったハイエンドのマシニ

ングセンタ、あるいはジグボーラーも

所有しておりますが、製作の内容に

よっては、もっとリーズナブルなマシ

ニングセンタで加工を行った方がコ

ストダウンにつながります。 

使用目的に合わせた適切な設備

導入を心がけていますが、目指すと

ころは上のコラムでも述べた通りＱＣ

Ｄの向上にあります。 

設備導入も含めて、さらなるレベル

アップをしていく所存です。 

http://kousakukikai-jigjouhou.com/

